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日本 住 血 吸 虫と 0　ncomelania 属貝 にお け る

宿主 寄生 虫 関係 に 関 す る研 究
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は じ め に

日本住血吸虫の中間宿主 として， 数亜種の（：income－lania

属貝が知られているが，その親和性は一様でなく，

山梨産日本住血吸虫 は 同産地貝で あ る　Oncomelaniahupensis　nosophora

に対して最も高い 感染率を示し，

他産地Q ・la・nelania 属貝は前者に比し，感染率が低い

傾向が見られることが報告されている（Dewitt，　W．　B．1953；

岩 永，　1976a；岩永，　1976b）．このように 日本住

血吸虫の感染性がひ ncomela がα 属貝の種類によって異

なることの原因究明の1 つ の方法として，　Iwanaga　andTsuji　（1985）

は中国産日本住血吸虫成虫と Oncomelania

属貝との共通抗原性についての検討を行ない，高い感染

率が得られる場合には，宿主寄生虫間に多くの共通抗原

が存在することを報告した．

今回は，山梨産日本住血吸虫を用い，その成虫と On－comelania

属貝との間に見られる共通抗原性について，

免疫電気泳動法を用いて究明し，貝に対する同虫幼虫の

感染率との関連についても検討したので，その成績につ

いて報告する．

実 験 材 料 及 び 方 法

実 験 に 使 用 した Oncomelania 属 貝は ，　O．h．　nos印 加Γα

（山 梨産 ），　O．h．加 力aj バ 中 国 産），（つ溏 ．9回 力 αj（ レ

イ テ 産 ），（：）．　h．　chiui（台 湾石 門産 ） 及び O 皿 汀orm－
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osana　（台湾彰化産）の5 亜 種の貝で， これらの 貝は岩

永・辻（1972） の方法によって実験室内で累代飼育され

ている貝である．日本住血吸虫成虫は山梨産のものであ

り，これは O．　h．　nosophoΓαを中間宿主， マウスを終

宿主として，実験室内で継代飼育している．免疫電気泳

動法は，辻（1972） の方法に準じ，使用した抗原は，山

梨産日本住血吸虫成虫及び5 亜種 Oncomelania 属貝の0

．1％ 食塩水抽出粗抗原で， また抗血清は凍結乾燥した

各抗原2mg を生理食塩水0．　5　mlに 溶解し，　FreundComplete　Adjuvant　1．　0　ml

に 混合した 懸濁液を 週1

回，家兎の腋窩部に10回 注射したのち，7 ～10 日 目に仝

採血して得た血清である．また一方，5亜 種（：～）ncomelania

属貝粗抗原をさらにセファデックスG－100 で分画し，得

られた分画抗原と日本住血吸虫成虫抗血清との間に見ら

れる共通抗原についても検討を加えた．

成　　　 績

1 ，　日本住血吸虫成虫抗血清と Oncomelania 属貝祖抗

原間に見られる共通抗原性

Fig．　1に示すように，日本住血吸虫成虫抗血清では，

0．　h．　nosophoΓα抗原と7本 ，　0．　h，　hupensis及び 叺瓦

chiui 両抗原と6本 ，　O．　h．　q回心αj 抗原と5 本，及び

O．　h．かrmosana 抗原との間に2 本の沈降帯が認められ

た．

2 。日本住血吸虫成虫粗抗原と Oncomelania 属貝抗血

清間に見られる共通抗原性

Fig ．2 に示すように，日本住血吸虫成虫粗抗原では，

O．　h．　nosophora抗血清との 間に8本 ，　O．h．加pensis

（ダ91）
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Fig．　1．　Immunoelectrophoregrams　between　antigens　of　various　Q 酊：θ笊4？lania 　snailsand

anti－Schistosor？1α加加？庇 四z　adult　worm　sera，　Yamanashi　strain．
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Fig．　2．　Immunoelectrophoregrams　between　antigens　of　Schist∂卯。za　japonicum 　adult　worm，Yamanashi　strain　and

anti－Oncomelania　snail　sera．

及び0 溏バ肩斫 両抗血清と5本，　O．h．　q朗面asj抗血

清と4 本，そして0 ．肌か rmosana 抗血清と1 本の沈

降帯が認められた．

3　．　Oncomelania 属貝分画抗原 と 日本住血吸虫成虫抗

血清間に見られる共通抗原性

Oncomelania 属貝粗抗原は， セファデックスG　－100

により，　O．　h．　r哨sゆ 劼Γa，　O．　h．　hupensis，　O．　hパhiui

及び0 ．ん．かrmosana はそれぞれ3 分画，0．1乱7回 かαsf

は4 分 画 され た（Iwanaga　and　Tsuji；　1985）． こ れ ら

分 画 抗 原 と日 本 住 血 吸 虫 成 虫 抗 血 清 との 間 に 見 ら れ る 共

通 抗 原 はFig．　3 に 示 す よ うに ，ひ ．　h．　nosophoΓα で は

第1 分画 に5 本 ， 第2 分 囮 に3 本 ， そ し て 第3 分 画 に2

本 の沈 降 帯 が 認 め ら れ た ．同 様に ，　0．　h．　hupensisで は

第1 分両 に5 本， 第2 分画 に2 本， 第3 分 画 に1 本，

O 、h．　chiuiで は 第1 分画 に5 本， 第2 分画 に3 本， 第3

分画 に1本 ，　O．h．　q凹 面 αj で は 第1 分 画 及 び 第2

分画 に そ れぞ れ4 本， 第3 分 画及 び 第4 分画 に そ れ ぞ れ

C　92　）



Ag－0＿・h＿．　nosophora

乃劼 ／　　‾‾
ぶ し 一 二 ＝コー－ こ

F2　　　0
J

（　93　）

了rotal
匈 廴2・彑・formos旦但．J
＿＿ ＿

245

F2
○

○
心

冖

づ ご 言 言

嵋澎苧受皿 ？
F2　　　こ ⊇

F3

丁otal

○

A9 世・　h　■　auadrasi

心 ●こ ＝乙 ご二一
こ 聊き竃 二J ミ
尸・こ ⊆し

ー ＿ ＿ ご 二

F3 　O

F4　　　　0

｀～～－ご，

F3

丁otal

○　‾

Ag－Q．　h．　chiui

4
＿J づ一一

尸 蔘苧三匹 ＝てF2

七　 －

討も試みられ， 高い 感染率が 得られる 宿主寄生虫間で

は， 多くの 共通抗原が 存在することが 報告されている（Tsuji

and　Yokogawa，　1972；岩永ら，　1983　；　Iwanagaand　Tsuji，　1985）．

このように免疫電気泳動法は，種の

鑑別のみならず宿主寄生虫関係に関する研究にも応用さ

れてきた．本研究では，前報に引き続き山梨産日本住血

吸虫成虫と5 亜種0・icomelania 扁貝との間に見られる

共通抗原性について免疫電気泳動法による検討を行なっ

たところ，日本住血吸虫成虫と Oncomelania 属貝との

間で最も 多くの 沈降帯が 認められたのは，　O．　h．　noso－phora

でその沈降帯数は7 ～8 本，次いでQ 油．八upensis

及び O．　h．　chiuiでそれぞれ5 ～6本 ，　O．h・　quadrasi

で4 ～5 本， そして 0．　h．かrmosana との間に1 ～2

本の沈降帯が認められた．これらの沈降帯数を各亜種貝

に対する日本住血吸虫幼虫の感染率を比較してみると，Table

1 にその感染率を示したが，感染率が高い貝ほど

F3 ○
／ － ～

．4S：・4nti～5＿．　japonicum　a・ dult‘　WQ／¬m　sera 　．　Yamar・lashi　strain

Fig．　3．　Immunoelectrophoregrams　between　anti－Sc肩肘osoma 加力onicum 　adult　worm　seraand　fractionated

antigens　of　Q贊む∂melaniとz　snails．

1 本づつの沈降帯が認められた．また，0．h．foりtosana

では，第1 分画及び第2 分画にそれぞれ1 木づつの沈降

帯が認められたが，第3 分画には認められなかった．

考　　　 察

免疫電気泳動法がGrabar　and　Williams　（1953） に

よって確立されて以来，寄生虫学領域においても，各種

寄生虫の泳動による検討が行なわれ，泳動像の差異によ

って種の 鑑別が 可能であることが 報告された（Biguet

et　al．，　1962；　Capron　et　al．，　1964；　Capron　d 乢 ，1965b；

辻 ら，　1969；辻，　1975）．またCapron 　et　al．

（1965a） はマンソン住血吸虫の成虫と同じセルカリア及

び虫卵との間に見られる共通抗原性について検討し，成

虫とセルカリア及び虫卵抗原との間には，多くの共通抗

原が存在することを報告している．さらに，各種寄生蠕

虫類とそれらの中間宿主貝との共通抗原性についての検
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Table　1．　Infection　rates　of　Oncom 丿ania 　snailsexposed　to　Schistosoma　

鈿♪a が（ぶ・miracidia，　Yamanashi

strain．

Snail　subspecies　（F3―F5）

Oncomelania んlx♪朗 sis 　，扨卯♪劼Γα

（：）ncomelania　hupensis　hupensisOnco

。ielania　hup 朗sis　chiui

Oれ comelania　hupensis　quad Γαj

Onco 。elania　hup 朗sis 　formosana

Infection　rate
（％）＊

68 －76 ↑26－32

↑30―33

↑↑26―28＾

↑0―1．3

↑

＊　Infection　rate　as　obtained　by　exposure　of　snail

t0　5＊　or　3↑↑miracidia．

多 くの共通抗原が認められる傾向があり，これは岩永ら（1983）

の広東住血線虫成虫及 びIwanaga　and　Tsuji（1985）

の中国産日本住血吸虫成虫 とそれらの 中間宿主

貝との間に見られる共通抗原性は，好適宿主貝ほど多く

の共通抗原が認められるという報告に 一致 するといえ

る．

次に，日本住血吸虫成虫と Oncomelania 属貝との間

に見られる共通抗原がどの分子量領域に存在するか検討

するために，　Oncomelania属貝をセファデックスG －100

で 分画し，得られた分画抗原と日本住血吸虫抗血清を用

いて行った実験の結果をみると，　O．　h．　foΓmosana を除

いて，全ての分画抗原との間に沈降帯が認められたが，

いずれの Oncomelania 属貝分画抗原も第3 分 画及び第4

分画抗原との間に認められた沈降帯は，それぞれの第1

分画及び第2 分画抗原との間に見られる沈降帯の分岐

と考えられ， 主たる共通抗原は， 分画1 及び2 ， 即ち17，　000

～670，　000の分子量領域に．存在すると思われる．

この成績はIwanaga　and　Tsuji　（1985） が報告した中

国産日本住血吸虫成虫と Oncomelania 属貝との間に見

られる共通抗原の分子量領域と一致している．

Oncomelania 属貝粗抗原を セファデックスG －100で 分

画して得られた分画抗原と日本住血吸虫成虫抗血清との

間に 見られる 共通抗原の多くは， 分囮1 及び2 に存在

し，その分子量は17，　000～670，　000であ った．次に，日

本住血吸虫成虫と Oncomelania 属貝との間にみられた

沈降帯数と，それらの貝に対する日本住血吸虫の感染率

を比較してみると，感染率が高い貝ほど多くの共通抗原

が存在することが判明した．

ま　と　 め

山梨産日本住血吸虫成虫 と　Oncomelania 属貝（0・7－

com・？lania　hupensis　nosopho Γa，　O．　h．　hupenぶ，　O．　h．

quadrasi，　0．　h．　chiui，　O．　h．かrmosana） との間に見ら

れる共通抗原性について，免疫電気泳動法を用いて検討

した結果，山梨産日本住血吸虫成虫は0．　h，　nosophora

と7 ～8 本，C：）．　h．　hupensis及び0 ．九．　chiuiとそれぞ

れ5 ～6 本，叺 瓦卯 adrasi と4 ～5 本，そして0 溏 ．

かrmosana と1 ～2 本の 沈降帯が 認められた．また．

（94 ）
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STUDIES　ON　HOST－PARASITE　RELATIONSHIP

BETWEEN　ざ皿mSm み1？皿 UM 　andびVCOMEiしむVIA 　SNAILS

2．　ANTIGENIC　COMMUNITIES　BETWEEN　THE　YAMANASHI　STRAIN

OF　SCHISTりSθルfA　JAPONICUM　ADULT　WORM　AND　ONCOMELANIA　SNAILS

Yuzuru　IWANAGA，　Seiso　KATAYAMA　AND　Moriyasu　TSUJI

（Department　of　Parasitology，　Hiroshima　University　School

of　Medicinら月’かo　汕涵α万 ，々　Japan）

Studies　on　antigenic　communities　were　carried　out　with　sera　from　rabbits　immunized　with　the

Yamanashi　strain　of ぶ油丿stosoma　japonicum 　adult　worm　and　extracts　of　θ肌 oヽmelania 　snails　and　yたど一河だαby

Immunoelectrophoresis．

S．　japoがcum 　adult　worm　produced　7　to　8　bands　with　O．　h．　nosoiフカQな，5　to　6　bands　each　with

θ，力．力司フe心 なand 　O．　h．　chiui，　4　t0　5　bands　with　θ．力．　quadrasi 　and　l　to　2　bands　with　O．　h．　formosana．Oncomelani

αsnails　were　fractionated　by　Sephadex　G －1　00　column，　and　each　fraction　antigen　was　testedwith　anti－S．　

μμQが cum
　adult　worm　sera　by　Immunoelectrophoresis．　The　common　antigenicities　of　frac－tionated

　Oncom ぞ？laniαantigens　and　anti－S．μ7pQが cum 　adult　worm　sera　mostly　eχisted　in　Fractions　l　and2，　and　estimated　to　have　molecular　weights　of　17，000－670，000．

With　regard　to　the　relation　of　antigenic　communities　and　experimental　infection　rates　of　l

faponicum 　to　Oncomelania 　snails　in　our　laboratory，　it　was　observed　that　more　bands　were　seen　withincreasing　infection　rates　of　S．　japonicum．

（　96　）




